
①地域における児童の育成

基本目標１　多様なニーズに応じた幼児期の教育・保育の環境整備　１－１　子育てサポートの充実

1

円

2

円

評価

100.0% 98.20% 98.20% A

　放課後児童健全育成事業は、保護者の就労などにより昼間保育が困難な家庭の小学校就学児童（義務教
育学校前期課程を含む）を対象に放課後児童支援員が保護者に代わって、適切な遊び及び生活の場を与え
て児童の健全育成を図るものです。
　本市の小学校就学児童数は減少傾向にありますが、放課後児童クラブ入室児童数は増加傾向となってお
り、今後においても、一定のニーズが見込まれることから、学校施設の有効活用などにより、必要な定員
を確保するとともに、放課後における児童の健全育成の向上を図ります。

指標 現状値（平成３０年度）

443,997

令和２年度

令和２年度進捗率

予算額 466,341,699

・広報かすかべに事業内容を掲載（計3回）し、周知を行いました。
  事業のチラシ等をこども政策課の窓口や子育て支援事業の実施時に配布しました。
・令和2年度から新たに、市が所管するテレビモニターに事業内容を掲出し、周知を行
いました。
・無料券配布枚数　9枚

予算/決算
令和２年度

予算額

実施内容

実施予定内容
　学校との調整により、学校施設を使用するなど定員増を図ります。また、定員の弾
力的な運用により、待機児童解消に努めます。

実施内容
　令和２年度は、定員を上回る入室希望があったため、教育委員会と連携を図り学校
施設の暫定使用により定員の増加を図りましたが、一部のクラブにおいて待機児童が
発生しました。

予算/決算

目標値の根拠
これまでの実績を維持していくため、毎年度２％ず
つ提供会員数を増やすことを目標とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

339人 342人 100.30% A

9,311 千円 決算額 9,259,818

保育課

目標値の根拠 待機児童の解消を目標とします。

事業概要及び今後の方向性

99.0% 100.0%

目標値（令和６年度）

入室割合（入室者数／入室申込者数）

こども政策課

事業概要及び今後の方向性

　ファミリー・サポート・センター事業は、地域において、育児サービスを提供する人と依頼したい人が
会員となって会員相互による育児援助活動を支援する事業です。子どもの世話ができない場合に、一時的
に子どもの預かりや送迎を行うものです。
  本市では、「春日部市ファミリー・サポート・センター」と「春日部市緊急サポート・センター事業」
を実施しており、今後も継続的に両事業の一定の質を確保するため、会員数の増加や、研修会・交流会の
内容を充実させる取組を進めます。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

春日部市ファミリー・サポート・センター提供会員
数

327人 353人

担当課
ファミリー・サポート・センター事業《地域子ども・子育て支
援事業》

実施予定内容
・広報紙や個別チラシの配布等により事業内容を広くＰＲすることにより、会員数、
  活動件数の増加を図ります。
・無料券制度の周知・利用促進を図ります。

千円 決算額

令和２年度目標値 令和２年度実績値

担当課放課後児童健全育成事業《地域子ども・子育て支援事業》
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令和２年度

予算額 158 千円 決算額 0

目標値の根拠
子育て支援を目的に活動している団体数を増やすこ
とを目標とします。

予算/決算

― ― ― ―

200,000

45団体

予算額

― ―

目標値の根拠 ―

「春日部市子ども・子育て支援事業計画」および「第２期春日部市子ども・子育て支
援事業計画」の進捗管理を行いました。また、新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、審議会の開催は中止としました。

実施内容

43団体 95.90% A

実施予定内容
　広報紙への活動内容紹介や団体紹介パンフレットの配布、市民福祉まつりへの参加
等により各団体の活動内容を広くＰＲします。

　春日部市子育て支援審議会は、主に、「児童の福祉に関する事項」や「子ども・子育て支援に関する事
項」について調査審議するもので、委員12人以内で構成される附属機関です。
  今後、本計画の進行管理や本市の子育て支援の取組全般について意見を求めていきます。

―

令和２年度進捗率 評価

実施予定内容
「春日部市子ども・子育て支援事業計画」および「第２期春日部市子ども・子育て支
援事業計画」の進捗管理を行う。予定開催回数：３回

令和２年度目標値 令和２年度実績値

こども政策課

事業概要及び今後の方向性

　子育て支援活動団体への支援は、市内で子育て支援活動を行う団体やサークルなどを会員とする「地域
子育て支援協議会」におけるサークル間のネットワーク化や、加入団体における情報の集約化などの取組
を行っています。
  今後も、引き続き加入団体の増加を図り、地域社会における子育て支援環境の醸成を図ります。

こども政策課

200 千円

地域子育て支援協議会への加入団体件数

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

担当課子育て支援活動団体への支援

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

決算額

事業概要及び今後の方向性

43団体 44団体

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

加入団体：43団体
令和2年度からクレヨンしんちゃんのイラストを使用した絆創膏の啓発品を作成し、団体紹介のパンフ
レットとともに加入団体に協力いただきながら啓発活動を行いました。また、新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、活動を中止または縮小し、実施しました。

予算/決算
,

実施内容

担当課春日部市子育て支援審議会

2



②子育て世代支援体制の拡充

基本目標１　多様なニーズに応じた幼児期の教育・保育の環境整備　１－１　子育てサポートの充実

5

円

6

円

子ども家庭総合支援拠点 担当課

こども相談課

設置か所数 0か所 1か所

目標値の根拠 令和４年度までの設置を目標とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値

指標 現状値（平成３０年度）

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

令和２年度進捗率 評価

0か所 0か所 0% B

実施予定内容
子ども家庭総合支援拠点の設置について政策会議に発議し、設置スケジュール、専門
職の確保（公認心理師、社会福祉士、保健師等）、現庁舎での場所の確保について検
討を行います。

事業概要及び今後の方向性

　妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を実施するため、専門的な知識を有する助産師や保健師
が相談に応じます。また、子どもに関する各種申請受付などができるワンストップ窓口を設置するもので
す。
　今後も、引き続き妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を行うとともに、令和４年度までに設
置予定の子ども家庭総合支援拠点との一体的な運営について検討します。

目標値（令和６年度）

目標値の根拠 ―

こども相談課

実施内容
子ども家庭総合支援拠点の設置について政策会議に発議し、設置スケジュール、専門
職の確保、現庁舎での場所の確保について検討を行い、令和５年２月にこども相談課
内に設置することに決まりました。

事業概要及び今後の方向性

　子ども家庭支援員等が子育てや虐待等の相談に応じるとともに、子育てに関する情報提供など、必要に
応じた支援を実施するものです。
　今後は、子育て世代包括支援センターとの一体的な運営について検討し、令和４年度までに子ども家庭
総合支援拠点を設置します。

担当課
子育て世代包括支援センター運営事業（利用者支援事業母子保
健型）（地域子ども・子育て支援事業）

予算/決算
令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―

令和２年度

予算額 6,703 千円 決算額 6,512,329
予算/決算

―

実施予定内容
助産師・保健師が、妊娠、出産及び子育てに関する相談等を行い、妊娠期から子育て
期にわたる、切れ目のない支援を行います。

― ― ―

実施内容
助産師・保健師が、妊娠、出産及び子育てに関する相談等を行い、妊娠期から子育て
期にわたる、切れ目のない支援を行いました。
利用実数：5,494件

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

― ― ―
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③子育て相談、情報提供体制の充実

基本目標１　多様なニーズに応じた幼児期の教育・保育の環境整備　１－１　子育てサポートの充実

8

円

8

円

事業概要及び今後の方向性

― ―

　地域子育て支援拠点事業は、子育て中の親の孤立感や不安感を解消してもらうため、公共施設や保育園
などの地域の身近な場所で、子育てに関する相談や子育て中の親子の交流などを通じて、子育てを支援す
る事業です。
　さらに、よりきめ細かな支援として、家庭への訪問活動なども行います。
　今後も、既存の地域子育て支援拠点が連携しながら、子育て世帯のニーズを把握し、事業の質の向上を
図ります。

指標

　令和２年度現在（内、こども政策課所管分：６か所）子育てへの不安感を緩和し、
安心して子育てできる環境整備を図るため、地域子育て支援拠点を委託により運営し
ます。

こども政策課
保育課

事業概要及び今後の方向性

　地域子育て支援拠点事業は、子育て中の親の孤立感や不安感を解消してもらうため、公共施設や保育園
などの地域の身近な場所で、子育てに関する相談や子育て中の親子の交流などを通じて、子育てを支援す
る事業です。
さらに、よりきめ細かな支援として、家庭への訪問活動なども行います。
  今後も、既存の地域子育て支援拠点が連携しながら、子育て世帯のニーズを把握し、事業の質の向上を
図ります。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

― ― ―

担当課地域子育て支援拠点事業《地域子ども・子育て支援事業》

千円 決算額

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率

担当課地域子育て支援拠点事業《地域子ども・子育て支援事業》

26,692 千円 決算額 26,215,720

こども政策課
保育課

現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

―

令和２年度

予算額

目標値の根拠 ―

55,684 51,615,712

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

― ― ― ―

評価

― ― ― ―

実施予定内容

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、利用人数や利用時間に制限を設けながら実
施しました。
実施箇所数（こども政策課所管分）6か所
利用者数 10,002人(4,635組)　うち相談件数 211件

予算/決算
令和２年度

予算額

実施内容

実施予定内容
市広報紙への掲載等により事業内容を広くＰＲすることにより、施設利用者数の増加
を図ります。

実施内容
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、利用人数や利用時間に制限を設けながら実施しました。
・実施箇所数（保育所併設分）　7か所
・利用者数　8,703人（3,778組）うち相談件数　301件

予算/決算
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―

予算額

98.6%

目標値の根拠

実施内容

担当課家庭児童相談

令和２年度

予算額 1,141 千円 決算額 811,800

目標値の根拠 ―

予算/決算

90.6% 81.40% 89.80% A

―

86.2%

こども相談課

事業概要及び今後の方向性

　家庭児童相談は、子どもの生活習慣、学校生活の問題、子どもの発育などの悩みを持つ保護者などに対
する相談に応じることで、相談者に寄り添いながら、問題解決に向けた支援を行うものです。
　今後も、引き続き相談しやすい環境づくりを進め、保護者などの精神的な負担や心理的な不安の軽減を
図ります。

こども政策課

― 千円

令和２年度進捗率 評価

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

決算額

事業概要及び今後の方向性

―

― ― ―

実施予定内容

令和元年度家庭児童相談員数：4人
0歳～18歳未満の子どもとその保護者や家族、地域の人など、どなたでも相談できます。市役所家庭児童相談室、春日部第1児童
センター「エンゼル・ドーム」、春日部第2児童センター「グーかすかべ」、庄和児童児童センター「スマイルしょうわ」で定期
的な家庭児童相談を実施します。

―

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

0歳～18歳未満の子どもとその保護者や家族、地域の人などからの相談に応じ、問題解決に向けた支援を行いました。市役所家庭児童相談室（月曜日～金曜日）、春日部
第1児童センター「エンゼル・ドーム」（水曜日、木曜日、第3日曜日）、春日部第2児童センター「グーかすかべ」（金曜日）、庄和児童児童センター「スマイルしょう
わ」（月曜日）で定期的な家庭児童相談を実施しました。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、市内児童センターが休館した時期もありましたが、連携・協力し、相
談者の支援につなげました。
・家庭児童相談員数：4人　・家庭児童相談延件数：2,031件

予算/決算
令和２年度

実施内容

担当課ブックスタート事業

令和２年度進捗率 評価

　ブックスタート事業は、10か月児健康診査に訪れた乳児とその保護者を対象に、絵本の読み聞かせを通
じて、「絵本」と「赤ちゃんと絵本を楽しむ体験」をプレゼントする活動で、絵本を介して、親子が心を
ふれあう時間を持つきっかけを届けるものです。
  今後も、引き続き絵本の配布とブックスタートボランティアによる絵本の読み聞かせなどの取組を進め
ます。

実施予定内容
　１０か月児健康診査に訪れた乳児とその保護者を対象に、絵本の配布とブックス
タートボランティアによる絵本の読み聞かせを行います。

ブックスタート配布率（本の配布数／健診該当者数）

令和２年度目標値 令和２年度実績値

こども相談課と協力し、毎年度２ポイントずつ配布
率を向上させることを目標とします。

利用者数：1,254人
利用率：81.4％
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、１０か月児健康診査に訪れた乳児とその保護者を対
象とした絵本の読み聞かせを中止し、絵本の配布のみ行いました。

―

令和２年度目標値 令和２年度実績値

5
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円

現状値（平成３０年度）

― ―

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値

子育てガイドブック・子育て支援マップ 担当課

目標値（令和６年度）

―

令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

― ― ― ―

実施予定内容
　子育てガイドブック「めばえ」を作成し、市内の公共施設等で閲覧できるように配
架するとともに、市公式ホームページに掲載します。また、妊娠期の方に提供するた
め、母子健康手帳交付時に配布します。

目標値の根拠
より多くの子育て世帯へ市から発信する情報が届く
よう、４割の登録割合を目標とします。

こども政策課

実施内容
 子育てガイドブック「めばえ」を2,510冊作成し、市内の公共施設等で閲覧できるよ
うに配架し、市公式ホームページに掲載しました。また、妊娠期の方に提供するた
め、母子健康手帳交付時に配布しました。

事業概要及び今後の方向性

　子育てガイドブック・子育て支援マップは、子育てに関する情報を集約し、子育て家庭などへの情報提
供を行うものです。
  今後も、掲載内容を必要に応じて適宜見直し、内容の充実を図ります。

指標

指標 現状値（平成３０年度）

担当課子育て情報メールの配信

予算/決算
令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―

こども政策課

事業概要及び今後の方向性

　子育て情報メールの配信は、子育てに関する各種情報について、スマートフォンや携帯電話などへメー
ル配信することにより、定期的に子育て情報の提供を行うものです。
  今後も、制度の周知を図り、積極的かつ効果的な情報発信を行っていきます。

目標値（令和６年度）

小学生以下児童世帯の登録割合（４月の登録者数／
４月１日の小学生以下児童世帯数）

29.2% 41.0%

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

33.0% 4615件/15,169世帯 30.40% B

実施予定内容
　児童センター・地域子育て支援拠点のイベント・講座案内や各地域の子育てサロ
ン、地域交流会（保育所・保育園）などの子育てに役立つ情報を提供します。

実施内容
　各児童センターや公民館などで開催されるイベントの情報について、合計113件の子
育て情報メールを配信しました。

予算/決算
令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―

6



③子育て相談、情報提供体制の充実

基本目標１　多様なニーズに応じた幼児期の教育・保育の環境整備　１－１　子育てサポートの充実

13

円

14

円

評価

― ―

　子どものしつけや食事など子育てに関する保護者からの相談に、公立保育所の保育士が電話で応じるも
のです。
　今後も、引き続き電話で気軽に相談できる場所の確保を図ります。

指標

予算/決算
令和２年度

予算額

実施予定内容
公立保育所において、子育てに悩んでいる人に対して、必要な情報の提供および助言
などの電話相談を行います。

実施内容
実施個所数 10か所
相談件数 2件
授乳、言葉、発達、幼稚園入園について

目標値（令和６年度）

― ― ―

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率

担当課子育て電話相談 保育課

事業概要及び今後の方向性

担当課ハーモニー相談

― ―

市民参加推進課

事業概要及び今後の方向性

  ハーモニー相談は、子育て中の人に限らず、女性からの相談について、多岐にわたる相談窓口を開設
し、精神的な育児不安の軽減を図るものです。
　今後も、相談業務を利用していただき、更なる育児不安の軽減を図ります。

千円 決算額

現状値（平成３０年度）

―

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

― ― ―

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

― ― ― ―

実施予定内容
・女性総合相談（毎週月・火・水・金曜日）・女性のからだ/母乳/育児相談（毎週木曜日）・女性のカ
ウンセリング相談（毎月第１・２・３土曜日）・女性のための法律相談（毎月第４土曜日）
※指定管理者制度による管理・運営のため予算額は年間の指定管理料を記入。

―

実施内容
各相談事業は計画通り実施しました。
・女性総合相談597名利用・女性のからだ/母乳/育児相談65名利用
・女性のカウンセリング相談110名利用・女性のための法律相談54名利用

予算/決算
令和２年度

予算額 46,210 千円 決算額 46,209,825

7



③子育て相談、情報提供体制の充実

基本目標１　多様なニーズに応じた幼児期の教育・保育の環境整備　１－１　子育てサポートの充実

15

円

16

円

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

― ― ― ―

目標値の根拠 ―

生活支援課

目標値（令和６年度）

担当課民生委員・児童委員、主任児童委員との連携

― ― ― ―

実施予定内容
会議を定期的に開催して行政と民生委員・児童委員、主任児童委員及び関係機関の相
互理解と連絡調整をして、地域住民への福祉の増進・浸透に努めます。

事業概要及び今後の方向性

  民生委員・児童委員、主任児童委員との連携により、家庭・地域における子どもの養育に関連する種々
の問題の早期発見・解決に努めるものです。
  今後も、会議の定例開催を継続していくことにより、委員の相互理解と連絡調整に努めます。

指標

― ― ―

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

現状値（平成３０年度）

実施内容
新型コロナウイルス感染症の影響により、民生委員・児童委員の活動が制限されてい
ましたが、適切な情報提供等を図り、地域住民への福祉の増進・浸透のため連絡調整
等に努めました。

予算/決算
令和２年度

予算額 37,371 千円 決算額 32,360,000

生活支援課

事業概要及び今後の方向性

  民生委員・児童委員、主任児童委員が、地域ぐるみの子育てを支援していくため、子どもに関する相談
を実施するものです。
  現在は身近な相談役として随時相談に応じており、今後も継続して実施します。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

― ― ―

担当課子どもに関する相談

実施予定内容
民生委員・児童委員及び主任児童委員の制度を周知し、気軽に相談できる環境づくり
を図り、身近な相談役として努めます。

実施内容
　新型コロナウイルス感染症の影響により、対面による活動が制限されたため、相談
できる環境を低下させないように民生委員・児童委員と協議調整し、電話等の代替手
法による相談体制を整えました。

予算/決算
令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―

8



③子育て相談、情報提供体制の充実

基本目標１　多様なニーズに応じた幼児期の教育・保育の環境整備　１－１　子育てサポートの充実

17

円

教育相談事業

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

担当課

9,100件 9,140件 100.40% A

実施予定内容
・教育相談センターにおいて、児童生徒に関する相談体制を充実させます。
・市内全中・義務教育学校の「さわやか相談室」において相談業務を行います。

指導課

事業概要及び今後の方向性

  教育相談事業は、教育相談センターなどにおいて、子どもの養育や教育についての相談を通して、子ど
もたちの健全な育成と家庭の教育力の向上を図るものです。
  市内の全中学校・義務教育学校において「さわやか相談室」を設置しており、今後も、引き続き教育相
談センターとともに相談者に寄り添った相談業務を遂行します。また、教育相談センター及びさわやか相
談室についての広報を行い、必要な方が必要なときに相談できる体制を整えます。

教育相談センター及びさわやか相談室における相談
数（延べ）

延9,023件 延9,300件

目標値の根拠
教育相談センター及びさわやか相談室についての広報を行い、
毎年40件程度増やすことを目標とします。

実施内容
・教育相談センターにおける相談活動　　　面接相談1473件、電話相談189件
・さわやか相談室における相談人数　　　　8140人(延べ人数)

予算/決算
令和２年度

予算額 23,327 千円 決算額 17,057,000

9



①各種教育・保育事業の充実

基本目標１　多様なニーズに応じた幼児期の教育・保育の整備　１－２　教育・保育事業の充実

18

円

19

円

保育課

事業概要及び今後の方向性

担当課子どものための教育・保育給付（子ども・子育て支援給付）

　市の確認を受けた保育所（園）、認定こども園及び地域型保育施設の事業運営に関する必要な費用を給
付するものです。
　今後も、質の高い教育・保育が安定的に提供できる環境整備に努めます。

目標値の根拠

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率

―

現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

― ― ―

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

― ― ―

千円 決算額 3,174,963,025

保育課

事業概要及び今後の方向性

　幼児教育・保育の無償化に伴い、対象となる幼稚園、認可外保育施設、預かり保育事業などのサービス
を利用した際に要する費用を支給するものです。
　今後も、子育てを行う家庭の経済的負担軽減に努めるとともに、すべての子どもが健やかに成長するよ
う支援を進めます。

指標

― ― ―

―

実施予定内容
市の確認を受けた保育所（園）、認定こども園及び地域型保育施設の事業運営に関す
る必要な費用を給付するものです。

担当課子育てのための施設等利用給付（子ども・子育て支援給付）

― ― ― ―

実施予定内容
私立幼稚園や認定こども園の預かり保育及び認可外保育施設等の利用に係る経費につ
いて、利用者が一定の条件を満たす場合に、負担金を交付するものです。

実施内容
認定こども園　 7か所　定員1,529人(1号認定1,004人　2・3号認定525人)
民間保育所　  20か所 定員1,780人
事業所内保育所 1か所　定員12人　    小規模保育所　9か所　定員158人

予算/決算
令和２年度

予算額 3,419,852

評価

実施内容 ・実施箇所数　私立幼稚園14か所

予算/決算
令和２年度

予算額 894,240 千円 決算額 727,486,247
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①各種教育・保育事業の充実

基本目標１　多様なニーズに応じた幼児期の教育・保育の整備　１－２　教育・保育事業の充実

20

円

21

円

事業概要及び今後の方向性

　公立保育所では、保護者が、家族の看病や冠婚葬祭がある場合、リフレッシュを図りたい場合に、一時
的な幼児の預かりを行います。認定こども園では、教育時間の前後又は長期休業日等において、在園する
幼児の一時的な預かりを行います。
　今後も、引き続き事業を実施し、必要な方が利用できるよう、制度の周知に努めます。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

実施か所数（認定こども園）／（保育所）

令和２年度目標値

目標値の根拠
市内すべて保育施設における延長保育の実施を目標
とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

47か所

一時預かり事業≪地域子ども・子育て支援事業≫

令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

7か所／10か所 7か所／10か所 100%

実施か所数 46か所 48か所

担当課延長保育事業　≪地域子ども・子育て支援事業≫

担当課

44か所

51,977,178

保育課

保育課

事業概要及び今後の方向性

　延長保育事業は、保護者の就労などにより、通常保育時間を超えて児童の保育を行うものです。
　今後も、必要な保育時間を確保し、より多くの方が利用できるよう体制整備に努めます。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

93.60% A

実施予定内容
保護者の就労などにより、必要な方が利用できるよう、全ての認可保育所、認定こど
も園、地域型保育事業所で実施する予定です。

実施内容
・実施箇所数　公立保育所10か所、私立保育園20か所、認定こども園7か所、
　　　　　　　事業所内保育事業所1か所、小規模保育事業所6か所

予算/決算
令和２年度

予算額 62,616 千円 決算額

A

６か所/10か所 ８か所/11か所

目標値の根拠
すべての公立保育所及び認定こども園での実施を目
標とします。

実施予定内容 一時預かりを必要とする幼児の保育を実施します。

実施内容
・実施箇所数　認定こども園7か所／公立保育所10か所
・利用人数　認定こども園20,039人／公立保育所233人

予算/決算
令和２年度

予算額 17,913 千円 決算額 27,973,983
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①各種教育・保育事業の充実

基本目標１　多様なニーズに応じた幼児期の教育・保育の整備　１－２　教育・保育事業の充実

22

円

23

円

― ― ―

実施予定内容
市広報紙への掲載等により事業内容を広くＰＲすることにより、施設利用者数の
増加を図ります。

実施内容
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、利用人数や利用時間に制限を設けながら実施しました。
・春日部子育て支援センター 利用者数5,122人（2,195組）うち相談件数　110件
・庄和子育て支援センター　 利用者数611人（248組）うち相談件数　31件

―

・実施箇所数　1か所
・利用人数　1人

予算/決算
令和２年度

予算額 2,357 千円 決算額 1,941,000

予算/決算
令和２年度

予算額 20,306 千円 決算額 16,378,432

保育課

事業概要及び今後の方向性

　地域子育て支援センター事業は、子育て中の親の孤立感や不安感に対応するため、子育てに関する相談
や子育て中の親子の交流などを通じて、子育てを支援する事業です。
　今後も、子育て世帯のニーズを把握し、事業の質の向上及び施設利用者数の増加を図ります。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

担当課
地域子育て支援センター事業　≪地域子ども・子育て支援事業
≫

実施予定内容

実施内容

病後児保育事業を実施するとともに、ホームページへの掲載や利用案内の配布など
により、事業の周知と利用促進を図ります。

保育課

事業概要及び今後の方向性

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

実施か所数 1か所 2か所

目標値の根拠
令和３年４月に開所する複合型子育て支援施設に病児保育室を
設置し、１か所増やすことを目標とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

1か所 1か所 100% A

担当課病児・病後児保育事業　≪地域子ども・子育て支援事業≫

― ― ―

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

　病児・病後児保育事業は、発熱などの急な病気となった子ども（病児）や病気回復期の子ども（病後
児）を、保護者が保育できない場合に、病院・診療所・保育所（園）などに付設された専用スペースなど
において、一時的に保育を行うものです。
　今後も、同様に実施するとともに、事業の利用促進に努めます。

12



①各種教育・保育事業の充実

基本目標１　多様なニーズに応じた幼児期の教育・保育の整備　１－２　教育・保育事業の充実

24

円

担当課子育て短期支援事業（地域子ども・子育て支援事業）

事業概要及び今後の方向性

　保護者が入院や通院などで、一時的に家庭で子どもを養育できない場合に、児童養護施設等で一時的に
お子さんをお預かりする事業です。
  今後は、必要な方が利用できるように実施体制の確保に努めます。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

― ― ―

実施予定内容 令和４年度事業開始に向けて、実施体制の構築準備を進めます。

実施内容
　令和４年度事業開始に向けて、埼玉県内自治体の実施状況を踏まえながら、協議、
検討が必要な事項を整理し、実施体制の構築準備を進めました。

予算/決算
令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

― ― ― ―

こども政策課
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②よりよい教育・保育のための環境整備

基本目標１　多様なニーズに応じた幼児期の教育・保育の環境整備　１－２　教育・保育事業の充実

25

円

26

円―

目標値の根拠 ―

―

担当課
保育所（園）・認定こども園・幼稚園と小学校・義務教育学校
との連携を図る事業

実施予定内容 幼稚園の行事への参加により、地域との交流を図ります。

実施内容

新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じながら、実施しました。
園の行事への祖父母参加（運動会、参観日、講演会、祖父母招待日、おまねき会等）、子育て支援開放デー、教育講
演研修会、高齢者施設訪問会及び交流会、地域自治会との交流、園庭開放、地域住民との昼食会、夕涼み会・夏祭り
での祖父母や地域の方との交流、幼稚園バザー、地域ボランティアによる演奏会、昔あそび

予算/決算
令和２年度

予算額 千円 決算額

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率

担当課幼稚園など行事への参加 保育課

事業概要及び今後の方向性

― ―

評価

― ― ―

　幼稚園など行事への参加は、私立幼稚園において、高齢者との交流会や開放デーなど、幼稚園などの行
事への一般参加や、教育講演会などの開催を進めるものです。
　今後も、引き続き事業を実施し、地域の方や各年代の方々との交流を深めていくよう努めます。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

―

―

事業概要及び今後の方向性

　保育所（園）・認定こども園・幼稚園及び小学校・義務教育学校との連携を図る事業は、入学先の小学
校・義務教育学校と情報交換を行うとともに、次年度就学予定の児童と１年生の交流などを実施し、小学
校・義務教育学校と連携した幼児教育・保育の充実を図るものです。（小学校・義務教育学校訪問・幼稚
園活動・保育所（園）との交流・情報交換・連絡会・面談など）
　今後も、保育所（園）・認定こども園・幼稚園と小学校・義務教育学校とのスムーズな連携に努めま
す。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

― ― ―

保育課

目標値の根拠 ―

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

― ― ― ―

実施予定内容
幼稚園・保育所（園）から小学校へスムーズに就学ができるよう、小学校との交流・
情報交換等を図ります。

実施内容

新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じながら、実施しました。
１年生との交流会、小学校教員との情報交換会、連絡会、小学校訪問、６年生と年長児との交
流会（幼稚園にて）、１年生と年長児との交流会（小学校にて）、小学校授業参観、卒園児幼
稚園訪問会、小学校運動会への園児参加、幼稚園教諭の授業参観、小学生の社会科見学受け入
れの実施、学校公開日の参加

予算/決算
令和２年度

予算額 ― 千円 決算額 ―
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②よりよい教育・保育のための環境整備

基本目標１　多様なニーズに応じた幼児期の教育・保育の環境整備　１－２　教育・保育事業の充実

27

円

27

円

A

実施予定内容
令和３年４月の複合型子育て支援施設の開所に向け、施設の建設工事を進めるととも
に、指定管理者の選定等を行います。

実施内容
八木崎保育所（病児保育事業対応）及び児童発達支援センターの複合施設を整備し、
令和３年4月1日に開所しました。

1か所

実施内容
　児童発達支援センター（ふじ学園）と保育所（病児保育事業対応）の複合施設整備
に伴い、ふじ学園での療育支援に必要な備品等を購入しました。

予算/決算
令和２年度

予算額 21,024 千円 決算額 11,655,266

担当課複合型子育て支援施設整備事業

予算/決算
令和２年度

予算額 1,183,402 千円 決算額 980,083,012

障がい者支援課
保育課

事業概要及び今後の方向性

　令和３年度の開所に向けて、保育所（病児保育対応）と児童発達支援センターの機能を有する複合型子
育て支援施設を整備します。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

整備か所数 ０か所 １か所

目標値の根拠
令和３年４月に複合型子育て支援施設の開所を目標
とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

1か所 100%

目標値の根拠
令和３年４月に複合型子育て支援施設の開所を目標
とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

1か所 1か所 100% A

事業概要及び今後の方向性

　令和３年度の開所に向けて、保育所（病児保育対応）と児童発達支援センターの機能を有する複合型子
育て支援施設を整備します。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

整備か所数 ０か所 １か所

担当課複合型子育て支援施設整備事業

実施予定内容
令和３年４月に開所する複合型子育て支援施設への移転に向けて、児童発達支援セン
ターで実施する療育支援等にかかる備品等を購入します。

障がい者支援課
保育課
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①ワーク・ライフ・バランスの普及・啓発

基本目標１　多様なニーズに応じた幼児期の教育・保育の環境整備　１－３　ワーク・ライフ・バランスの推進

28

円

29

円

掲示回数 5回 5回

実施内容
国・県などのチラシを窓口配架及び関係各課に配架依頼。県との共催で労使双方を対
象とした労働セミナーを実施しました。
※就職支援セミナーは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止しました。

千円 決算額

令和２年度実績値 令和２年度進捗率

事業概要及び今後の方向性

― ―

担当課ワーク・ライフ・バランス啓発事業 市民参加推進課

事業概要及び今後の方向性

  ワーク・ライフ・バランス啓発事業は、仕事と生活のバランスを個人のライフステージに応じて実現す
ることができるよう、ワーク・ライフ・バランスの考え方を男女共同参画の視点から普及・啓発をするも
のです。
　今後も、国や県などで作成したワーク・ライフ・バランスの普及・啓発ポスターを掲示し、積極的に啓
発活動を行います。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

実施内容

実施予定内容
国・県などからの啓発資料を窓口において配布します。また、市の主催事業である女
性のための就職支援セミナーにおいて、生活スタイルに合った働き方をみつける講義
を予定しています。

目標値の根拠 ―

  働き方改革関連法の施行に伴い、誰もがいきいきと働き続けられる社会を実現するため、各種制度の利
用しやすい環境づくりをを目指し、広報・啓発活動を行うものです。また、その他、関係機関で開催する
各種講座のリーフレットも窓口にて配布します。今後も、国・県等からの啓発資料を窓口で配付するとと
もに県等の関係機関との共催で実施する労働関係のセミナーにおいて、多様な働き方に関する講義を実施
します。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

―

実施予定内容
・ハーモニー春日部のエントランスホールにワーク・ライフ・バランスの普及
・啓発ポスターを掲示する。
※指定管理者制度による管理・運営のため予算額は年間の指定管理料を記入。

令和２年度目標値 評価

― ― ― ―

13,125

目標値の根拠
国や県などで作成したワーク・ライフ・バランスの普及・啓発
ポスター掲示の実績を維持することを目標とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

5回 7回 140% A

担当課育児休業制度・再雇用制度などの啓発

46,210 千円 決算額 46,209,825

商工振興課

・啓発のためのポスター、チラシ、配布物を含めて7回配架しました。

予算/決算
令和２年度

予算額

228
予算/決算

令和２年度

予算額
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①ワーク・ライフ・バランスの普及・啓発

基本目標１　多様なニーズに応じた幼児期の教育・保育の環境整備　１－３　ワーク・ライフ・バランスの推進

30

円

80.00% A

実施予定内容
広報かすかべやホームページ、事業所便利帳に求人事業所の募集記事を掲載するな
ど、内職求人情報の充実を図ります。

内職求人事業所数

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率

事業概要及び今後の方向性

  広報かすかべやホームページ、事業所便利帳に求人事業所の募集記事を掲載するなど、内職求人情報の
充実を図ります。

担当課ハローワーク求人情報や内職求人情報の提供

目標値の根拠
毎年度１件程度、内職求人事業所数を増やすことを
目標とします。

商工振興課

評価

決算額

10件 16件

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

広報及びホームページへ求人情報を掲載しました。また、事業所便利帳へ求人事業所
の募集記事を掲載しました。

予算/決算
令和２年度

実施内容

― 千円

15件

予算額 ―

12件
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②男女の協力による子育ての推進

基本目標１　多様なニーズに応じた幼児期の教育・保育の環境整備　１－３　ワーク・ライフ・バランスの推進

31

円

固定的な性別役割分担に同感しない人の割合 ― 70.0%

担当課男女の協力による子育ての推進 市民参加推進課

事業概要及び今後の方向性

  男女の協力による子育ての推進は、家庭における男女共同参画を促進するために、家庭、地域、職場に
おいて、育児や介護などの家庭的責任を男女がともに担うよう啓発活動に努めるとともに、ジェンダー
（社会的、文化的な性差）による差別をなくす働きかけや情報提供を、あらゆる機会を通して図るもので
す。
　今後も、より積極的に啓発活動を行い、固定的な役割分担意識を改善します。

指標 現状値（平成３０年度） 目標値（令和６年度）

・男女共同参画セミナーは3回を計画し、1回実施、緊急事態宣言発出により2回
　中止しました。
・男女共同参画記念講演会は1回を計画し、緊急事態宣言発出により中止しました。

実施内容

実施予定内容
・ハーモニー春日部において男女共同参画セミナーを年3回実施します。
・ハーモニー春日部において男女共同参画記念講演会を年1回実施します。
※指定管理者制度による管理・運営のため予算額は年間の指定管理料を記入。

目標値の根拠
5年ごとに行う市民意識調査で増加傾向にあることか
ら70％以上を目標とします。

令和２年度目標値 令和２年度実績値 令和２年度進捗率 評価

― ― ― ―

予算/決算
令和２年度

予算額 46,210 千円 決算額 46,209,825
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